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に 2013 年 7 月 の 2,980 人 を 最 多 人 数 と し て
下 が り 続 け て い る も の の、2014 年 10 月 現
在 で も 2,860 人（2013 年 7 月 の 96 ％） が 栃
木県内で避難生活を送っている。全国の福
島 県 外 避 難 者 数 に つ い て は、2012 年 3 月 の
62,831 人 か ら 次 第 に 減 少 し、2014 年 10 月


















年 1 月から 2 月に福島県避難者支援課が実施し
た「福島県避難者意向調査」のアンケート結果
1 2014年度は隔月の発送となっている。
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出典：髙橋・阪本・匂坂 （2014） より筆者改変（データ元：福島県ホームページ、福島県避難者支援課「福島県
から県外への避難状況」http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/90191.pdf　2014年10月16日現在）

































は平成 25 年 12 月 26 日に公表された「中間指
針第四次追補」に従って賠償金が支払われてい
る。さらに、被災者への賠償金支払いを円滑に
進めるために、2011 年 8 月に原子力損害賠償














































ロジェクト（FnnnP）栃木でも、2012 年 3 月か
ら 2013 年 2 月の間にお茶会や交流会の開催と
同時に行政書士や弁護士による相談会を宇都宮

















・2014 年 3 月 1 日（土）　
　栃木県教育会館（宇都宮市内）
・2014 年 5 月 11 日（日）　
　那須塩原市三島公民館
・2014 年 8 月 30 日（土）　
　小山市中央市民会館








































5 除本 （2013）、37-43頁、小海 （2013）、25-31
頁、米倉 （2013） 、32-36頁。

























2013 年 8 月に FSP は「栃木県内避難者アン
ケート調査」を県内の避難者世帯 1,017 件に配



































ており 28 名（26％）が請求をしていない（図 2）。
区域別にみると区域 1 では 46 名（94％）、区



















































 ฟ඾㸸FSP (2014b) 請求した,77,72％請求していない,28,26％ 無回答,2,2％
出典：阪本・匂坂 （2014b）より筆者改変
表 2. 賠償請求をしたか　高齢者の有無別（問 19）
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ことを理由に請求していない世帯は 10 件中 4
件、手続きが不明であることを挙げている世
帯は 10 件中 4 件である。一方、子育て世帯以
外の記述では、区域外（自主避難）であるこ
とを理由に請求していない世帯は 6 件中 5 件、
手続きが不明であることを挙げている世帯は

























問 20 の結果を問 19 の東電に損害賠償請求を
したかの回答とクロス集計をすると表 5 のよう
な結果になる。相談して請求したのは、26 名
中 25 名（相談した人のうち 96％）であるのに
対し、相談せずに請求したのは 70 名中 45 名（相
談しなかった人のうち 64％）である。相談を
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16 P値＝0.654 17 P値＝0.488
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